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本研究において開発したマルチループ型ヒートパイプは，内径 1.0 mm 程度の細管で構成され，管
内部に飽和状態の作動流体が封入された熱輸送デバイスである．垂直の加熱部と冷却部，それらを断
熱部の管で結合し１ループを構成している．これらを，一筆書きで多ループ結合させることでマルチ
ループ型ヒートパイプを構成している． 
本研究では，まず，広温度範囲での動作実験を行って，マルチループ型ヒートパイプにおいては，
加熱部と冷却部のボイド率分布から得られる体積力が流体を流動させる駆動力として作用し，熱輸送
を行っていることを明らかにした．さらに，体積力が流体の駆動力と考えた 1次元均質流モデルに基
づくシミュレーションコードを新たに開発し，このシミュレーションコードと実験結果を比較検討す
ることによって、マルチループ型ヒートパイプ内における温度，流速，ボイド率分布ならびに軸方向
温度分布と質量流量が，本解析コードによって再現可能であることを示した．この結果は，細管を用
いたマルチループ型ヒートパイプにおける熱輸送機構が，1 次元均質流によって物理的にモデル化す
ることが可能であることを示すものであり，学術的にも貴重な成果である．最終的に、本研究で明ら
かにした知見は，マルチループ型ヒートパイプが，南極実験に用いられる GAPS システムに使用可能
であることを示すものであり，科学的にも技術的にも極めて重要かつ挑戦的な課題を解決しているも
のと評価される． 
 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月８日，システム情報工学研究科において，学位論文審査委員の全員出席のもと，著
者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った。その結果，学位論文審査委員全員
によって，合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
